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山口和穂,伊東隆夫,島地 謙 :IAA 輸送阻害剤
である NPA によって誘導された圧縮あて材
垂直に育てた6年生のスギ三本の2-3年生の節
間に 2-3cm 幅に NPA を環状塗布したところ,
NPA 処理部よりも上方の部分で異常な肥厚がみら
れた｡処理部および処理部の上下の部分から試料ブ































































木 材 研 究 ･資 料 第15号 (1980)
532(1980).
兼 順一-,森酬iL同 ,駒野 徽 :バクチリオフィー
ジ ¢x174の DNA の宿主細胞膜-の結合
度 L195g/mlと1.150g/mlの二ヶ所に 回収され
た｡ パルス ･チェイスの実験 結 果 よ り ¢Ⅹ174の
DNA は感染とともに原形質膜一細胞壁融合点より
原形質膜の方-移行していくことが明らかになった｡







葉樹パルプ液),LSD (広葉樹 パ ル プ液)をフェ
ニルセロファロースカラムを用いて分画し,5画分
をえた｡シイタケ菌糸の生育促進には,水で溶出す
る F-1区分が特にす ぐれた結果を示し,LVD で
4･9,LSD で4.0倍の生育促進率を示したo F-1の






































Ilm の UV 吸収に基づいて定量した リグニン畳が
高く,その段階での精成分はアラビノース,ガラク
トース残基に富んでいたこと｡4)脱 リグニン処理
















Dehydrogenative Co-poly-erization of a-
- 164-






































































































片L川建至, 中坪文明,樋｢‥墜 昌 .･リグニンモデル化
合物,グアヤシルグリセロール βー-コ二フェリールエ
ーテルの菌分解における初期反応.














(m)は C2 フラグメントンを離脱して (Ⅳ)に変
換され, (Ⅳ)のアルデヒド基はカルボキシル基に

























S.IwAHARA, T,NISHIHIRA, T.JoMORI, M.
KUMAHARAandT･HIGUCHI:Enzy-icOxida-
tionofa,β-UnsaturatedAIcoholsintheside
Chains ofLignin-related Aromatic Com-
pounds,J･Fermont･Tcchnol･,58,183(1980)I
岩原章二郎,酉jTlJ･ 晩 成森孝仁,桑原正章,樋口




















































































14C 二重ラベル DHP の側鎖の非特異的脱水素反
応,ラッカーゼ/02,ペルオキシダーゼ/H202によ
- 167-
木材研究 ･資料 第15号 (1980)





























































































































































木材研究 ･資料 第15号 (1980)
概要を説明するとともに,幼生の挙動の観察方法や
環境因子,薬剤に対する幼生,成体の反応 ･抵抗性
を検討するため,大量の幼生の入手を可能にする人
工飼育技術を,日本に多く発見されるヤツフナクイ
ムシを例にとって解説した｡
(木材防腐防虫実験施設)
角田邦夫,西本孝- :海面貯木場におけるフナブイ
ムシの食害と防除 (3)-フナクイムシの定着期一
木材工業,35,166(1980).
フナクイムシほ広塩,広温性の海産性木材穿孔動
物であり,その定着期はかなり長い (6ケ月以上)
ことが知られている｡福井県下の海面貯木場でのフ
ナクイムシの定着期に関する調査結果を中心に説明
し,定着に影響をおよばす因子や,水深による定着
度の差違について概説した｡
(木材防腐防虫実験施設)
角F欄 ;夫,西本孝一 :海面貯木場におけるフナクイ
ムシの食害と防除 (4)-フナクイムシの生長速度
と木材への食害度,木材工業,35,315(1980).
フナクイムシの生長速度と木材-の食害度との間
には密接な関係があることは勿論である｡日本沿岸
に広く分布しているニホンフナクイムシの生長速度
を軟Ⅹ線撮影法で査定し,フナクイムシの食害によ
って生じた海中浸漬木材の断面減少率を自動面積計
で測定した結果を概説した｡
(木材防腐防虫実験施設)
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